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第 1 章 Cf江戸繁昌記J の「繁昌J)，第 2 章 cr江戸繁昌記』と『東京夢華録j)，第 3 章 cr江戸繁昌記J の「楽天J)
は『江戸繁自記」を論じる o 第 1 章では，繁昌記類を特徴づける「繁昌」の語について，漢籍に遡って類義語「繁華」
「繁盛」との相違を探り，著者が本書に托した意図を明らかにしようとする o 第 2 章では，本書と中国宋代の『東京
夢華録」とを比較して論じ， r江戸繁昌記J の先限としては『東京夢華録』を指摘できるとする。第 3 章では，本書
にくり返し用いられる「楽天」の語に着目し，静軒の詩文における用例も視野に入れつつ，本書執筆の意図を探って
いる。
第 4 章 Cf都繁昌記」の成立)，第 5 章 cr都繁昌記」の「都」字)，第 6 章 cr都繁昌記』と狂詩)，第 7 章 cr都繁
昌記J 1劇場」の章の手法)は『都繁昌記J を論じる。第 4 章では成立の時代背景を指摘して，本書がく不繁目〉を
も描く意図を，第 5 章では書名の「都」に托された著者の意図を明らかにする O 第 6 章では椋隠が狂詩作者でもある
ことから，本書と狂詩とを対比して論じ，両者の類似性と，本書が三都比較の独自の視点を持つことを指摘するo 第
7 章は素材のーっとして写本系劇書があったことを解明した。


















平成11年 2 月 6 日に本論文の公開審査を行い，学力確認をした。
以上の結果にもとづいて，本審査委員会は本論文が博士(文学)の学位に値するものと認定する。
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